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(57)【要約】
【課題】着用者の動作中にも身体に密着し続けることが
できる吸収性物品を提供する。
【解決手段】吸収性物品は、排泄口当接域Ｓ１の後方で
幅方向に延びる第１曲部４１ａ及
び第２曲部４１ｂを有する。第１曲部の前方において第
１曲部に隣接する第１領域Ｒ１と
、第２曲部の後方において第２曲部に隣接する第２領域
Ｒ２と、前後方向Ｌにおいて第１
曲部と第２曲部の間に位置する第１中間領域４１とが設
けられている。第１中間領域の吸
収材料の目付は、第１及び第２領域の吸収材料の目付よ
りも低い。第１曲部、第２曲部及
び第１中間領域は、中心線から、幅方向における吸収コ
アの外側縁と中心線との中間点を
越えて延びている。第１中間領域の前後方向の長さは、
１０ｍｍ以上４０ｍｍ以下である
。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに直交する前後方向及び幅方向と、
　着用者の排泄口と対向する排泄口当接域と、
　前記排泄口当接域の後側に位置する後側域と、
　少なくとも前記排泄口当接域及び前記後側域に配置され、吸収材料を含む吸収コアを有
する吸収体と、を有する吸収性物品であって、
　前記排泄口当接域の後方で前記幅方向に延びる第１曲部と、前記第１曲部よりも後方で
前記幅方向に延びる第２曲部と、が設けられており、
　前記第１曲部及び前記第２曲部は、前記吸収性物品が厚み方向に曲がることができるよ
うに構成されており、
　前記第１曲部の前方において前記第１曲部に隣接する第１領域と、前記第２曲部の後方
において前記第２曲部に隣接する第２領域と、前記前後方向において前記第１曲部と前記
第２曲部の間に位置する第１中間領域と、が設けられており、
　前記第１中間領域の前記吸収材料の目付は、前記第１領域及び前記第２領域の前記吸収
材料の目付よりも低く、
　前記第１曲部、前記第２曲部及び前記第１中間領域は、前記吸収性物品の前記幅方向の
中心を結ぶ中心線から、前記幅方向における前記吸収コアの外側縁と前記中心線との中間
点を越えて延びており、
　前記第１中間領域の前記前後方向の長さは、１０ｍｍ以上４０ｍｍ以下である、吸収性
物品。
【請求項２】
　前記第１中間領域の前記前後方向の長さは、前記第１領域の、前記第１曲部に隣接する
部分の前記吸収体と、前記第２領域の、前記第２曲部に隣接する部分の前記吸収体のうち
最も厚いところよりも長い、請求項１に記載の吸収性物品。
【請求項３】
　前記第１曲部、前記第２曲部及び前記第１中間領域は、前記幅方向において、前記吸収
コアの一端から他端まで延びている、請求項１又は２に記載の吸収性物品。
【請求項４】
　前記第１曲部の前記幅方向の中心と前記排泄口当接域の前記前後方向の中心との距離は
、２５ｍｍ以上８０ｍｍ以下である、請求項１から請求項３のいずれかに記載の吸収性物
品。
【請求項５】
　前記第１曲部及び前記第２曲部は、平面視において、後方に向かって凸状に湾曲する、
請求項１から請求項４のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項６】
　前記吸収体よりも非肌面側に設けられた非肌面シートを有し、
　前記非肌面シートには、前記吸収性物品を下着に止めるための粘着剤を有する粘着領域
が設けられており、
　前記粘着剤が設けられていない非粘着剤領域が、前記第１中間領域と少なくとも部分的
に重複する領域で、前記幅方向における前記吸収性物品の一端から他端まで延びている、
請求項１から請求項５のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項７】
　前記吸収体よりも肌面側に設けられた肌面シートを有し、
　前記肌面シートは、前記吸収体を覆う表面シートと、前記幅方向における前記表面シー
トの端部領域から前記幅方向外側に延びるサイドシートと、を含み、
　前記サイドシートに、少なくとも前記前後方向に伸縮する伸縮性部材が接合されており
、
　前記伸縮性部材の伸縮性が発現される有効長部分は、前記前後方向において、前記第１
中間領域を跨いで、前記第１領域から前記第２領域まで延びている、請求項６に記載の吸
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収性物品。
【請求項８】
　前記後側域において前記幅方向の外側に膨らんだヒップフラップと、
　前記ヒップフラップに設けられ、前記ヒップフラップを下着に止めるための粘着剤を有
するヒップフラップ粘着領域と、を有し、
　前記伸縮性部材の前記有効長部分の後側縁は、前記ヒップフラップ粘着領域の後側縁よ
りも前側に配置されている、請求項７に記載の吸収性物品。
【請求項９】
　前記吸収体は、前記排泄口当接域において、前記吸収体の外側縁よりも幅方向の内側に
位置する中高部を有し、
　前記中高部の厚さは、前記第１領域における前記吸収体の外側縁の厚さよりも厚く、
　前記中高部は、前記第１領域内において前記第１曲部に隣接している、請求項１から請
求項８のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１０】
　前記吸収体が厚み方向に圧縮された第１圧搾部を備えており、
　前記第１圧搾部は、前記中高部の外側縁に沿って配置されている、請求項９に記載の吸
収性物品。
【請求項１１】
　前記吸収体よりも肌面側に設けられた肌面シートと、
　前記吸収コアを包むコアラップと、を有し、
　前記第１中間領域において、前記肌面シートと前記コアラップとが接合されていない非
接合領域が、前記幅方向に沿って連続的に延びている、請求項１から請求項１０のいずれ
かに記載の吸収性物品。
【請求項１２】
　前記吸収コアを包むコアラップを有し、
　前記コアラップは、前記吸収コアよりも肌面側の第１ラップ部と、前記吸収コアよりも
非肌面側の第２ラップ部と、を有し、
　前記第１ラップ部と前記第２ラップ部とは、前記第１中間領域のところで、前記吸収コ
アを介して、又は前記吸収コアを介することなく互いに圧縮された状態で接合されている
、請求項１から請求項１１のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１３】
　前記幅方向における前記吸収体の外側縁よりも前記幅方向の外側に延出し、使用時に折
り返し可能なウイングと、前記後側域において前記幅方向の外側に膨らんだヒップフラッ
プと、を有し、
　前記第１中間領域の少なくとも一部は、前記ウイングの後側端部と前記ヒップフラップ
の前側端部との間に設けられている、請求項１から１２のいずれか１項に記載の吸収性物
品。
【請求項１４】
　前記後側域において前記中心線に沿って延び、前記吸収性物品を曲げることができるよ
うに構成された第１折曲誘導部が設けられている、請求項１から７のいずれか１項に記載
の吸収性物品。
【請求項１５】
　前記第１折曲誘導部は、前記第１中間領域と繋がっている、請求項１４に記載の吸収性
物品。
【請求項１６】
　前記第１折曲誘導部は、前記前後方向における前記後側域の中心よりも後側へ達してい
る、請求項１４又は請求項１５に記載の吸収性物品。
【請求項１７】
　前記吸収体よりも肌面側に設けられた肌面シートと、
　前記吸収コアを包むコアラップと、を有し、
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　前記コアラップは、前記吸収コアよりも肌面側の第１ラップ部と、前記吸収コアよりも
非肌面側の第２ラップ部と、を有し、
　前記第１折曲誘導部において、前記肌面シートと前記コアラップとが接合されていない
非接合領域が、前記前後方向に沿って連続的に延びており、
　前記第１ラップ部と前記第２ラップ部とは、前記第１折曲誘導部のところで、前記吸収
コアを介して、又は前記吸収コアを介することなく互いに圧縮された状態で接合されてい
る、請求項１から請求項１６のいずれかに記載の吸収性物品。
【請求項１８】
　前記第１折曲誘導部を挟んで両側で前記前後方向に延び、前記吸収体が圧搾された一対
の長手圧搾部が設けられている、請求項１４から請求項１７のいずれかに記載の吸収性物
品。
【請求項１９】
　前記一対の長手圧搾部は、前記第１中間領域に達していない、請求項１８に記載の吸収
性物品。
【請求項２０】
　前記吸収体は、前記後側域において前記第１折曲誘導部から前記幅方向の外側に延び、
吸収性物品を曲げることができるように構成された第２折曲誘導部を有する、請求項１４
から１９のいずれか１項に記載の吸収性物品。
【請求項２１】
　前記第１折曲誘導部を挟んで両側で前記前後方向に延び、前記吸収体が圧搾された一対
の長手圧搾部が設けられており、
　前記一対の長手圧搾部は、前記第２折曲誘導部のところで前記前後方向に間隔をあけて
形成されている、請求項２０に記載の吸収性物品。
【請求項２２】
　前記第１折曲誘導部は、前記中心線に沿って延びる第２中間領域と、前記第２中間領域
を挟んで前記前後方向に延びる第３曲部及び第４曲部と、を有し、
　前記第３曲部及び前記第４曲部は、前記吸収性物品が厚み方向に曲がることができるよ
うに構成されており、
　前記第２中間領域の前記吸収材料の目付は、前記第１折曲誘導部より前記幅方向外側の
前記吸収材料の目付よりも低い、請求項１４から２１のいずれか１項に記載の吸収性物品
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、生理用ナプキン等の吸収性物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　夜用の吸収性物品は、着用者が寝た状態で使用され、昼用の吸収性物品と比較して長時
間使用される。そのため、夜用の吸収性物品の使用時には、後漏れが発生し易い。特許文
献１には、後漏れを防止する夜用の吸収性物品が開示されている。
【０００３】
　特許文献１の吸収性物品は、着用者の液排泄部に対向配置される排泄部対向部と、排泄
部対向部よりも背中側に配置される後方部と、を有する。後方部における吸収体には、複
数本の幅方向に延びる高密度部と低密度部が形成されている。特許文献１の吸収性物品は
、体液が後方に流れた際に比較的密度が高い高密度部によって体液を保持するとともに、
比較的密度が低い低密度部が柔軟に変形し、後漏れを抑制する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２０１０－１３６９００号公報
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【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　本出願の発明者は、着用者の身体の変形を種々調査した。その結果、着用者の身体の動
きに応じて、吸収性物品に様々な外力がかかり、吸収性物品の一部が身体に密着したり離
れたりすることがあることを見出した。さらに、発明者は、密着していた吸収性物品の一
部が身体から離れると、着用者に対して特に違和感や、体液が漏れるのでないかという不
安感を与えることがあることを見出した。
【０００６】
　本発明は、上述の課題に鑑みてなされたものであり、着用者が動いたときにも着用者の
身体に密着し続け易く、付け心地の良い吸収性物品を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　一態様に係る吸収性物品は、互いに直交する前後方向及び幅方向と、着用者の排泄口と
対向する排泄口当接域と、前記排泄口当接域の後側に位置する後側域と、少なくとも前記
排泄口当接域及び前記後側域に配置され、吸収材料を含む吸収コアを有する吸収体と、を
有する吸収性物品であって、前記排泄口当接域の後方で前記幅方向に延びる第１曲部と、
前記第１曲部よりも後方で前記幅方向に延びる第２曲部と、が設けられており、前記第１
曲部及び前記第２曲部は、前記吸収性物品が厚み方向に曲がることができるように構成さ
れており、前記第１曲部の前方において前記第１曲部に隣接する第１領域と、前記第２曲
部の後方において前記第２曲部に隣接する第２領域と、前記前後方向において前記第１曲
部と前記第２曲部の間に位置する第１中間領域と、が設けられており、前記第１中間領域
の前記吸収材料の目付は、前記第１領域及び前記第２領域の前記吸収材料の目付よりも低
く、前記第１曲部、前記第２曲部及び前記第１中間領域は、前記中心線から、前記幅方向
における前記吸収コアの外側縁と前記中心線との中間点を越えて延びており、前記第１中
間領域の前記前後方向の長さは、１０ｍｍ以上４０ｍｍ以下である。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明によれば、着用者が動いたときにも着用者の身体に密着し続け易く、付け心地の
良い吸収性物品を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】一実施形態における吸収性物品の平面図である。
【図２】図１とは反対側から見た吸収性物品の平面図である。
【図３】図１の３Ａ－３Ａ線に沿った吸収性物品の断面図である。
【図４】一実施形態における吸収体の平面図である。
【図５】使用中の吸収性物品の斜視図である。
【図６】使用中の吸収性物品の、図１の６Ａ－６Ａ線に沿った模式的断面図である。
【図７】使用中の吸収性物品の、図１の７Ａ－７Ａ線に沿った模式的断面図である。
【図８】立った姿勢における使用中の吸収性物品の模式図である。
【図９】寝た姿勢において着用者の臀部が潰れていない状態の吸収性物品の模式図である
。
【図１０】寝た姿勢において着用者の臀部が潰れた状態の吸収性物品の模式図である。
【図１１】吸収性物品の一変形態様を説明する模式図である。
【図１２】吸収性物品の別の変形態様を説明する模式図である。
【図１３】別の実施形態における吸収性物品の平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　（１）吸収性物品の全体構成
　図１乃至図４を参照して、実施形態に係る吸収性物品１の全体構成について説明する。
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なお、以下の図面の記載において、同一又は類似の部分には、同一又は類似の符号を付し
ている。ただし、図面は模式的なものであり、各寸法の比率等は現実のものとは異なるこ
とに留意すべきである。したがって、具体的な寸法等は、以下の説明を参酌して判断すべ
きである。また、図面相互間においても互いの寸法の関係や比率が異なる部分が含まれ得
る。
【００１１】
　図１は、吸収性物品の平面図であり、図２は、吸収性物品の背面図である。図３は、図
１に示す３Ａ－３Ａ線に沿った吸収性物品の断面図である。図４は、吸収性物品に備えら
れた吸収体の平面図である。本実施形態に係る吸収性物品１は、夜用の生理用ナプキンで
ある。
【００１２】
　吸収性物品１は、着用者の前側（腹側）及び後側（背側）に延びる前後方向Ｌと、前後
方向Ｌと直交する幅方向Ｗと、着用者の肌対向面側Ｔ１及び非肌対向面側Ｔ２に延びる厚
み方向Ｔと、を有する。
【００１３】
　吸収性物品１は、排泄口当接域Ｓ１、前側域Ｓ２及び後側域Ｓ３を有する。排泄口当接
域Ｓ１は、着用者の排泄口（例えば膣口）に対向する領域である。吸収性物品が下着に装
着されたときに、排泄口当接域Ｓ１は、下着の股下部に位置する。つまり、排泄口当接域
Ｓ１は、着用者の股下、すなわち着用者の両足の間に配置される領域である。
【００１４】
　前側域Ｓ２は、排泄口当接域Ｓ１よりも前側に位置する。前側域Ｓ２の前端縁は吸収性
物品１の前端縁９１を規定する。後側域Ｓ３は、排泄口当接域Ｓ１よりも後側に位置する
。後側域Ｓ３の後端縁は吸収性物品１の後端縁９２を規定する。後側域Ｓ３の前後方向Ｌ
の長さは、排泄口当接域Ｓ１の前後方向Ｌの長さよりも長くなっていてよい。
【００１５】
　吸収性物品１は、吸収材料が積層された吸収コアを有する吸収体３０、吸収体３０より
も肌対向面側Ｔ１に位置する肌面シート１０、及び吸収体３０よりも非肌対向面側Ｔ２に
位置する非肌面シート２０を備える。肌面シート１０は、吸収体３０の少なくとも幅方向
中央を覆う液透過性の表面シート１１と、表面シート１１の外側縁（幅方向の外端）を覆
い、幅方向の外側に延出するサイドシート１２と、を有する。非肌面シート２０は、液不
透過性のシートである。
【００１６】
　表面シート１１は、体液等の液体を透過する液透過性のシートである。表面シート１１
は、少なくとも吸収体３０の表面を覆う。表面シート１１は、不織布、織布、有孔プラス
チックシート、メッシュシート等、液体を透過する構造のシート状の材料であれば、特に
限定されない。織布や不織布の素材としては、天然繊維、化学繊維のいずれも使用できる
。
【００１７】
　サイドシート１２は、表面シート１１と同様の材料から選ぶことができる。但し、サイ
ドシート１２を乗り越えて吸収性物品１の外方へ経血が流れることを防止するためには、
サイドシート１２は、疎水性又は撥水性を有することが好ましい。サイドシート１２は、
後述する本体部２の外側縁、ウイング３及びヒップフラップ４に配置されている。
【００１８】
　非肌面シート２０は、肌面シート１０の長さと略同一の長さを有する。非肌面シート２
０は、ポリエチレンシート、ポリプロピレン等を主体としたラミネート不織布、通気性の
樹脂フィルム、スパンボンド、又はスパンレース等の不織布に通気性の樹脂フィルムが接
合されたシートなどを用いることができる。
【００１９】
　吸収体３０は、吸収材料が積層された吸収コア３１と、吸収コア３１を覆うコアラップ
３２と、を有する。吸収材料は、例えば、親水性繊維、パルプ、及びＳＡＰを例示できる
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。
【００２０】
　コアラップ３２は、少なくとも吸収コア３１よりも肌面側で吸収コア３１を覆っていれ
ばよい。具体的一例として、コアラップ３２は、吸収コア３１よりも肌面側に配置される
第１ラップ部と、吸収コア３１よりも非肌面側に配置される第２ラップ部と、を有してい
てよい。
【００２１】
　肌面シート１０は、後述する第１中間領域４１において、コアラップ３２と接合されて
いない非接合領域を有する。この非接合領域は、幅方向Ｗに沿って連続的に延びている。
この非接合領域は、少なくとも、幅方向Ｗにおける第１中間領域４１の一端から他端まで
延びていてもよい。
【００２２】
　また、肌面シート１０は、後述する第１折曲誘導部４０において、コアラップ３２と接
合されていない非接合領域を有していてもよい。この非接合領域は、前後方向Ｌに沿って
連続的に延びている。
【００２３】
　吸収性物品１は、本体部２と、ウイング３と、ヒップフラップ４と、を有する。本体部
２は、吸収性物品１の幅方向Ｗの中央に位置し、前後方向Ｌに延びる。ウイング３及びヒ
ップフラップ４は、本体部２の外側縁よりも幅方向Ｗの外側に延出しており、後側域Ｓ３
において幅方向Ｗの外側に膨らんだ部分である。幅方向Ｗにおける本体部２の外側縁２Ｅ
は、吸収体３０の外側縁３０Ｅに一致する。
【００２４】
　本体部２は、肌面シート１０と、非肌面シート２０と、吸収体３０と、を有する。より
詳細には、本体部２は、表面シート１１と、サイドシート１２の一部と、非肌面シート２
０と、吸収体３０と、を含む。
【００２５】
　サイドシート１２は、幅方向Ｗにおける表面シート１０の端部領域から、幅方向Ｗ外側
に延びている。サイドシート１２の内側縁は、前後方向Ｌに沿っており、幅方向Ｗの外側
に折り返されている。当該折り返されたサイドシート１２間に、前後方向Ｌに伸縮する伸
縮性部材９０が配置されている。サイドシート１２の内側縁は、表面シート１１に接合さ
れていない。伸縮性部材９０は、所定の長さに伸張された状態で、サイドシート１２に接
合されている。これにより、サイドシート１２の内側縁は、自然状態では、前後方向Ｌに
縮められる。このようにして、サイドシート１２の内側縁及び伸縮性部材９０は、起立性
の防漏カフを構成する。
【００２６】
　伸縮性部材９０は、前後方向Ｌの端部でサイドシート１２に接合されている。この伸縮
性部材９０とサイドシート１２との接合部は、伸縮性部材９０の伸縮力を発現する部分で
ある。伸縮性部材９０は、前後方向Ｌの両端部で、サイドシート１２と接合されていない
非接合部分を有する。伸縮性部材９０の非接合部分は、伸縮性部材９０の伸縮力を発現で
きない部分となる。本明細書では、この伸縮性部材９０の伸縮力が発現できない部分を除
いた伸縮性部材９０の部分を、伸縮性部材９０の「有効長部分Ｌｅ」と呼ぶ。
【００２７】
　伸縮性部材９０の伸縮性が発現される有効長部分Ｌｅは、前後方向Ｌにおいて、第１中
間領域４１を跨いで、第１領域Ｒ１から第２領域Ｒ２まで延びている。伸縮性部材９０の
有効長部分Ｌｅの後側縁は、後述するヒップフラップ粘着領域６４の後側縁よりも前側に
配置されていてよい。
【００２８】
　ウイング３は、排泄口当接域Ｓ１に設けられており、吸収体３０よりも幅方向外側に延
びている部分である。ウイング３の前端縁は、ウイング３の付け根によって規定されてお
り、最も幅方向Ｗの内側に窪んだ２つの部分のうち、前側に位置する部分に相当する。ウ
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イング３が存在する吸収性物品では、ウイング３の前端縁は、排泄口当接域Ｓ１と前側域
Ｓ２との境界を規定している。ウイング３の後端縁は、ウイング３の付け根によって規定
されており、最も幅方向Ｗの内側に窪んだ２つの部分のうち、後側に位置する部分に相当
する。ウイング３の後端縁は、排泄口当接域Ｓ１と後側域Ｓ３との間に位置していてよい
。ここで、前後方向Ｌにおけるウイング３の前端縁とウイング３の後端縁との間の領域を
「ウイング域」と称することがある。ウイングを有する吸収性物品では、排泄口当接域Ｓ
１は、ウイング域と実質的に同じ領域となる。
【００２９】
　ウイング３は、サイドシート１２と、非肌面シート２０と、を有する。ウイング３の前
後方向の中心は、着用者の排泄口に対向して配置される。ウイング３は、非肌面シート２
０側に折り返し可能に構成されており、使用時に下着のクロッチ部の非肌対向面側に折り
返される。ヒップフラップ４は、ウイング３の後方に位置する。ヒップフラップ４は、使
用時に下着の非肌対向面側に折り返されずに下着の肌対向面側に配置されるように構成さ
れている。
【００３０】
　ヒップフラップ４の前端縁は、ヒップフラップ４の付け根によって規定されており、最
も幅方向Ｗの内側に窪んだ部分に相当する。ヒップフラップ４の前端縁は、ウイング３の
後端縁と一致していてもよく、一致していなくてもよい。
【００３１】
　図２に示すように、非肌面シート２０の非肌対向面には、吸収性物品を下着Ｓに止める
ための粘着剤が塗布された粘着領域が設けられている。粘着領域は、本体部２に配置され
た第１本体粘着領域６１及び第２本体粘着領域６２と、ウイング３に配置されたウイング
粘着領域６３と、ヒップフラップ４に配置されたヒップフラップ粘着領域６４と、を有す
る。第１本体粘着領域６１は、第２本体粘着領域６２と前後方向に離間しており、第２本
体粘着領域６２よりも前方に配置されている。
【００３２】
　粘着領域６１～６４は、使用前の状態において、剥離シートによって覆われている。剥
離シートは、使用前に粘着剤が劣化するのを防止している。剥離シートは、使用時に着用
者によって剥離される。なお、剥離シートを有しない吸収性物品においては、吸収性物品
を個別に包装する包装シートによって使用前に粘着領域が劣化するのを防止するように構
成されていてもよい。
【００３３】
　吸収性物品の非肌面シートには、粘着剤が設けられていない非粘着剤領域が、存在する
。非粘着剤領域は、第１中間領域４１と少なくとも部分的に重複する領域で、幅方向Ｗに
おける吸収性物品の一端から他端まで延びている（図２参照）。
【００３４】
　吸収性物品１には、第１曲部４１ａ及び第２曲部４１ｂが設けられている。第１曲部４
１ａ及び第２曲部４１ｂは、排泄口当接域Ｓ１の前後方向の中心よりも後側かつ吸収コア
３１の後端縁よりも前側に位置する。第１曲部４１ａ及び第２曲部４１ｂは、幅方向Ｗに
延びており、吸収性物品１が厚み方向Ｔに曲がることができるように構成されている。な
お、本実施の形態の吸収体３０は、吸収コアの後端縁と吸収体の後端縁が略一致している
。
【００３５】
　吸収性物品１は、第１曲部４１ａの前方において第１曲部４１ａに隣接する第１領域Ｒ
１と、第２曲部４１ｂの後方において第２曲部４１ｂに隣接する第２領域Ｒ２と、前後方
向Ｌにおいて第１曲部４１ａと第２曲部４１ｂの間に位置する第１中間領域４１と、を有
する。第１領域Ｒ１は、吸収体３０の前端縁３０Ｆから第１曲部４１ａまでの領域である
。第２領域Ｒ２は、吸収体３０の後端縁３０Ｒから第２曲部４１ｂまでの領域である。第
１中間領域４１は、第１曲部４１ａと第２曲部４１ｂとの間の領域である。第１中間領域
４１の吸収材料の目付は、第１領域Ｒ１の吸収材料の目付よりも低く、かつ第２領域Ｒ２
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の吸収材料の目付よりも低い。なお、第１中間領域４１は、吸収材料の目付、本実施形態
では特に吸収材料中の繊維材料（例えばパルプ繊維）が０の領域であってもよいし、設計
上の目付が０であるが、第１領域Ｒ１や第２領域Ｒ２から混入した微量の吸収材料が配置
された領域であってもよい。
【００３６】
　第１中間領域４１の吸収材料の目付は、第１曲部４１ａに隣接する第１領域Ｒ１の吸収
材料の目付の１／３以下であることが好ましい。また、第１中間領域４１の吸収材料の目
付は、第２曲部４１ｂに隣接する第２領域Ｒ２の吸収材料の目付の１／３以下であること
が好ましい。これにより、第１中間領域４１が、後述するように吸収性物品にかかる外力
を吸収する機能を発現し易くなり、また、着用者の体の動きに合せて変形し易くなる。こ
の効果をより顕著に発揮させるためには、第１中間領域４１の吸収材料の目付は、第１曲
部４１ａに隣接する第１領域Ｒ１の吸収材料の目付の１／５以下であり、更に好ましくは
１／１０以下である。また、第１中間領域４１の全体に吸収材料が存在しておらず、部分
的に散在している状態であってもよい。
【００３７】
　第１曲部４１ａは、剛性が変化する境界となる。第１曲部４１ａよりも前側の領域の剛
性と、第１曲部４１ａよりも後側の領域の剛性とは、異なる。より詳細には、第１曲部４
１ａよりも前側の領域の吸収材料の目付は、第１曲部４１ａよりも後側の領域の吸収材料
の目付よりも高い。よって、第１曲部４１ａよりも前側の剛性は、第１曲部４１ａよりも
後側の剛性よりも高い。
【００３８】
　第２曲部４１ｂは、第１曲部４１ａよりも後方に位置する。第２曲部４１ｂは、剛性が
変化する境界である。第２曲部４１ｂよりも前側の領域の剛性と、第２曲部４１ｂよりも
後側の領域の剛性と、は異なる。より詳細には、第２曲部４１ｂよりも前側の領域の吸収
材料の目付は、第２曲部４１ｂよりも後側の領域の吸収材料の目付よりも低い。よって、
第２曲部４１ｂよりも前側の剛性は、第２曲部４１ｂよりも後側の剛性よりも低い。
【００３９】
　第１中間領域４１の前後方向Ｌの長さは、第１領域Ｒ１の、第１曲部４１ａに隣接する
部分の吸収体３０と、第２領域Ｒ２の、第２曲部４１ｂに隣接する部分の吸収体３０のう
ち最も厚いところよりも長い。
【００４０】
　また、第１中間領域４１の前後方向の長さは、１０ｍｍ以上かつ４０ｍｍ以下であるこ
とが好ましい。なお、第１中間領域４１の前後方向の長さが変化する構成にあっては、第
１中間領域４１の幅方向Ｗの中心における前後方向の長さが１０ｍｍ以上かつ４０ｍｍ以
下であればよい。また、より好ましくは、第１中間領域４１の前後方向の長さは、１０ｍ
ｍ以上かつ３０ｍｍ以下である。
【００４１】
　第１曲部４１ａの幅方向の中心と排泄口当接域Ｓ１の前後方向の中心との距離Ｘは、２
５ｍｍ以上であることが望ましい。また、第１曲部４１ａの幅方向の中心と排泄口当接域
Ｓ１の前後方向の中心との距離Ｘは、８０ｍｍ以下であることが望ましい。なお、第１曲
部４１ａが前後方向に所定長さを有する構成にあっては、第１曲部４１ａの前端縁の幅方
向の中心と排泄口当接域Ｓ１の前後方向の中心との距離が２５ｍｍ以上８０ｍｍ以下であ
ればよい。
【００４２】
　第１曲部４１ａ及び第２曲部４１ｂは、平面視において、後方に向かって凸状に湾曲す
る。この場合、第１中間領域４１も、平面視において、後方に向かって凸状に湾曲する。
より詳細には、第１曲部４１ａの幅方向の中心は、第１曲部４１ａの外側縁よりも後方に
位置する。第１曲部４１ａの幅方向の中心は、後方に向かう凸状である。第２曲部４１ｂ
の幅方向の中心は、第２曲部４１ｂの外側縁よりも後方に位置する。第２曲部４１ｂの幅
方向の中心は、後方に向かう凸状である。なお、第１曲部４１ａと第２曲部の４１ｂの前
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後方向における距離は、一定であってもよいし、変化していてもよい。
【００４３】
　第１曲部４１ａ、第２曲部４１ｂ及び第１中間領域４１は、厚み方向Ｔにおいて粘着領
域６０に重なっていない。第１本体粘着領域６１は、第１領域Ｒ１内に配置されており、
第２本体粘着領域６２は、第２領域Ｒ２内に配置されている。第１本体粘着領域６１の後
端縁６１Ｒは、第１曲部４１ａよりも前方に位置し、第２本体粘着領域６２の前端縁６２
Ｆは、第２曲部４１ｂよりも後方に位置する。
【００４４】
　第１曲部４１ａ、第２曲部４１ｂ及び第１中間領域４１は、幅方向Ｗにおいて、中心線
ＣＬから、幅方向Ｗにおける吸収コアの外側縁３０Ｅと中心線ＣＬとの中間点を越えて延
びている。すなわち、幅方向Ｗにおいて、第１曲部４１ａ、第２曲部４１ｂ及び第１中間
領域４１の長さは、吸収コア３１の長さの半分以上となっている。
【００４５】
　さらに、第１曲部４１ａの外側縁及び第２曲部４１ｂの外側縁は、吸収コア３１の外側
縁に位置することが好ましい。すなわち、第１曲部４１ａ及び第２曲部４１ｂは、吸収コ
アの幅方向全域に亘って形成されていいてもよい。この場合、吸収コア３１は、第１曲部
４１ａ及び第２曲部４１ｂによって前後方向Ｌに分断されている。なお、本実施形態では
、吸収体３０は、吸収コア３１の外側縁と吸収体３０の外側縁が略一致している。よって
、第１曲部４１ａの外側縁及び第２曲部４１ｂの外側縁は、吸収体３０の外側縁３０Ｅと
一致する。
【００４６】
　吸収性物品１は、後側域Ｓ３において幅方向Ｗの中心を結ぶ中心線ＣＬに沿って延び、
吸収性物品を曲げることができるように構成された第１折曲誘導部４０を有している。本
実施形態では、第１折曲誘導部４０は、第３曲部４２ａ、第４曲部４２ｂ、及び第２中間
領域４２から構成される。この代わりに、第１折曲誘導部４０は、吸収コアが圧搾された
圧搾部により構成されていてもよい。
【００４７】
　第３曲部４２ａ及び第４曲部４２ｂは、前後方向Ｌに延びており、吸収性物品１が厚み
方向Ｔに曲がることができるように構成されている。第２中間領域４２の吸収材料の目付
は、第１折曲誘導部４０より幅方向Ｗ外側の吸収材料の目付よりも低い。第２中間領域４
２の吸収材料の目付は、第２領域Ｒ２の吸収材料の目付の１／３以下であることが好まし
い。これにより、第２中間領域４２が、後述するように着用者の臀部に向けて突出し易く
なる。この効果をより顕著に発揮させるためには、第２中間領域４２の吸収材料の目付は
、第２領域Ｒ２の吸収材料の目付の１／５以下であり、更に好ましくは１／１０以下であ
る。また、第２中間領域４２の全体に吸収材料が存在しておらず、部分的に散在している
状態であってもよい。すなわち、第２中間領域４２は、設計上の目付が０であるが、第２
領域Ｒ２から混入した微量の吸収材料が配置された領域であってもよい。この代わりに、
第２中間領域４２は、吸収材料の目付が０の領域であってもよい。
【００４８】
　第３曲部４２ａは、剛性が変化する境界となる。第３曲部４２ａを挟んで両側の領域の
剛性は互いに異なる。第４曲部４２ｂは、剛性が変化する境界である。第４曲部４２ｂを
挟んで両側の領域の剛性は互いに異なる。第２中間領域４２は、中心線ＣＬに沿って延び
ている。
【００４９】
　第１折曲誘導部４０は、前後方向Ｌにおける後側域Ｓ３の中心よりも後側へ達している
ことが好ましい。第１折曲誘導部４０は、第１中間領域４１と繋がっていてもよい。この
場合、第１折曲誘導部４０を構成する第２中間領域４２が第１中間領域４１と繋がってい
てもよい。後述の装着状態の説明にあるように、第１折曲誘導部４０は、臀部に沿って着
用者に向けた凸状の折曲変形を誘導する。そのため、前後方向Ｌに沿った折曲変形の前側
端部は吸収材料が凸状に集まり硬くなり易い。第１折曲誘導部４０と第１中間領域４１と
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が連続してつながっていると、前後方向Ｌに沿った折曲変形の前側端部の吸収材料の目付
が小さいため、折曲変形の前側端部が硬くなり難くなる。したがって、着用者に心地よい
装着感を与えることができる。なお、第１折曲誘導部４０は、第１中間領域４１と繋がっ
ていなくてもよい。
【００５０】
　吸収性物品は、後側域Ｓ３において第１折曲誘導部４０から幅方向Ｗの外側に延び、吸
収性物品を曲げることができるように構成された第２折曲誘導部４３を有していてもよい
。第２折曲誘導部４３は、第２領域Ｒ２の吸収材料の目付よりも低い目付の吸収材料を有
する領域から構成されていてよい。この場合、第２折曲誘導部４３を構成する吸収材料の
目付は、第２領域Ｒ２の吸収材料の目付の１／３以下であることが好ましい。また、第２
折曲誘導部４３は、吸収材料の目付が０の領域であってもよいし、設計上の目付が０であ
るが、第２領域Ｒ２から混入した微量の吸収材料が配置された領域であってもよい。
【００５１】
　吸収体３０は、吸収体３０の外側縁３０Ｅよりも幅方向の内側に位置する中高部３３を
有する。中高部３３は、第１領域Ｒ１内に位置し、第１領域Ｒ１の吸収体３０の外側縁３
０Ｅよりも幅方向の内側に位置する。中高部３３の厚さは、第１領域Ｒ１における吸収体
３０の外側縁３０Ｅの厚さよりも厚い。中高部３３の吸収材料の目付は、第１領域Ｒ１に
おける吸収体３０の外側縁３０Ｅの吸収材料の目付よりも高い。中高部３３は、第１領域
Ｒ１内の後側に位置し、第１曲部４１ａに隣接している。
【００５２】
　なお、吸収体が２層の吸収層を備える構成にあっては、吸収体の中高部が２層の吸収層
を有し、吸収体の中高部以外が１層のみの吸収層を有していてもよい。また、変形例とし
て、吸収体の中高部が体液を引き込む補助シートを有し、吸収体の中高部以外が補助シー
トを有しない構成であってもよい。
【００５３】
　吸収性物品１は、少なくとも吸収コア３１が厚み方向Ｔに圧縮されることによって形成
された圧搾部を有する。この圧搾部は、前側圧搾部８１と、長手圧搾部８２と、を有して
いてよい（図１及び図４参照）。
【００５４】
　前側圧搾部８１は、少なくとも排泄口当接域Ｓ１に設けられている。前側圧搾部８１は
、排泄口当接域Ｓ１から前側域Ｓ２へ延びていてもよい。前側圧搾部８１は、表面シート
１１と吸収コア３１とコアラップ３２とが厚み方向Ｔに圧縮されることによって形成され
ていてよい。前側圧搾部８１は、中高部３３の幅方向Ｗ両側に設けられた前後方向Ｌに沿
った区間を有する。前側圧搾部８１は、中高部３３の幅方向Ｗにおける側縁を規定してい
てよい。
【００５５】
　前側圧搾部８１は、吸収コア３１の前端縁付近で幅方向Ｗに向かって曲がっており、Ｕ
字型に連続的に繋がっている。この代わりに、前側圧搾部８１は、中高部３３の幅方向Ｗ
両側に、別個に設けられていてもよい。すなわち、一対の前側圧搾部８１が、互いに分断
された形態で、別個に設けられていてもよい。
【００５６】
　長手圧搾部８２は、後側域Ｓ３で、中心線ＣＬ、より具体的には第１折曲誘導部４０を
挟んで両側に設けられている。長手圧搾部８２は、少なくとも吸収体３０が厚み方向に圧
縮されることによって形成されている。長手圧搾部８２は、吸収体３０と表面シート１１
とが厚み方向に圧縮されることによって形成されていてもよい。
【００５７】
　長手圧搾部８２は、前後方向Ｌに沿って延びている。長手圧搾部８２は、前後方向Ｌに
直線的に延びていてもよいし、前後方向Ｌに対して傾斜して曲線的に延びていてもよい。
長手圧搾部８２は、ヒップフラップ４の最大幅の位置Ｐ１よりも前側に形成されていてよ
い。長手圧搾部８２は、第１中間領域４１に達していないことが好ましい。
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【００５８】
　一対の長手圧搾部８２は、第２折曲誘導部４３のところで前後方向Ｌに間隔をあけて形
成されていてもよい。
【００５９】
　本明細書における「吸収体の厚さ」の測定は、以下の測定方法によって行われるものと
する。
【００６０】
　吸収性物品１がパッケージなどに封入されている場合には、パッケージから取り出し、
その状態にて20℃±2℃、相対湿度60％±5％RHの雰囲気下において12時間放置したサンプ
ルを用いる。
【００６１】
　測定位置は、吸収体の製品幅方向中央部とする。測定する際は、吸収性物品が縮んだ状
態ではなく、吸収性物品の伸縮性部材を伸張させた状態として測定する。また、吸収体以
外の肌面シート及び非肌面シート等、吸収体以外の部分を取り除く。尾崎製作所（株）製
のダイアルゲージＰＥＡＣＯＣＫを使用し、測定子には直径１０ｍｍのものを採用し、大
きさが３０ｍｍ×３０ｍｍの試片を用意して、当該試片の厚みを測定する。測定器は、試
片に対する測定圧が３ｇ／ｃｍ２となるように調整する。ここで、１０サンプルに対して
、それぞれの状態で上述の測定を行い、その平均値を、長さとした。
【００６２】
　また、本明細書における「吸収体の目付及び密度」の測定は、以下の測定方法によって
行われるものとする。
【００６３】
　吸収性物品１がパッケージなどに封入されている場合には、パッケージから取り出し、
その状態にて20℃±2℃、相対湿度60％±5％RHの雰囲気下において12時間放置したサンプ
ルを用いる。
【００６４】
　包装体によって包装された吸収性物品においては包装体を開封し、折り畳まれた吸収性
物品を展開して、目付及び密度を測定する部分の厚み及び面積を測定する。次いで、目付
及び密度を測定する部分を吸収性物品から切り出し、切り出した部分の重量を測定する。
次いで、切り出した部分から表面シート及び裏面シート等、吸収体以外の部分を取り除き
、吸収体の重量を測定する。吸収体の重量と、目付及び密度を測定する部分の面積とに基
づいて目付を算出する。目付及び厚みに基づいて、密度を算出する。
【００６５】
　また、本明細書における「長さ」の測定は、以下の測定方法によって行われるものとす
る。
【００６６】
　吸収性物品１がパッケージなどに封入されている場合には、パッケージから取り出し、
その状態にて20℃±2℃、相対湿度60％±5％RHの雰囲気下において12時間放置したサンプ
ルを用いる。
【００６７】
　次いで、シンワ測定株式会社製のスプリングメジャー（テープ：ガラス繊維入塩ビ被覆
）を用いて、測定対象部位に沿わせるようにして、測定対象部位のこの状態の長さを測定
する。ここで、１０サンプルに対して、それぞれの状態で上述の測定を行い、その平均値
を、長さとした。
【００６８】
　コアラップ３２の第１ラップ部とコアラップ３２の第２ラップ部とは、第１中間領域４
１のところで、吸収コア３１を介して、又は吸収コア３１を介することなく互いに圧縮さ
れた状態で接合されていてよい。以下、この接合部を、「第１圧着部５１」と呼ぶ（図４
参照）。
【００６９】
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　また、コアラップ３２の第１ラップ部とコアラップ３２の第２ラップ部とは、第１折曲
誘導部４０のところで、吸収コア３１を介して、又は吸収コア３１を介することなく互い
に圧縮された状態で接合されていてもよい。以下、この接合部を、「第２圧着部５２」と
呼ぶ（図４参照）。
【００７０】
　さらに、コアラップ３２の第１ラップ部とコアラップ３２の第２ラップ部とは、第２折
曲誘導部４３のところで、吸収コア３１を介して、又は吸収コア３１を介することなく互
いに圧縮された状態で接合されていてもよい。以下、この接合部を、「第３圧着部５３」
と呼ぶ（図４参照）。
【００７１】
　第１中間領域４１、第１折曲誘導部４０、第２折曲誘導部４３に吸収コア３１を構成す
る吸収材料がない場合、圧着部５１，５２，５３は、吸収コア３１を介することなく第１
ラップ部と第２ラップ部とが互いに直接接合された部分となる。第１中間領域４１、第１
折曲誘導部４０、第２折曲誘導部４３に吸収コア３１を構成する吸収材料が存在する場合
、圧着部５１，５２，５３は、吸収コア３１を介して第１ラップ部と第２ラップ部とが互
いに間接的に接合された部分となる。
【００７２】
　前後方向Ｌにおける第１圧着部５１の幅は、前後方向Ｌにおける第１中間領域４１の幅
よりも小さいことが好ましい。また、第１圧着部５１は、幅方向Ｗに沿って連続的に延び
ていることが好ましい。
【００７３】
　第２圧着部５２は、第１折曲誘導部４０に沿って前後方向Ｌに延びている。幅方向Ｗに
おける第２圧着部５２の幅は、幅方向Ｗにおける第１折曲誘導部４０の幅よりも小さいこ
とが好ましい。第２圧着部５２は、第１圧着部５１と繋がっていてもよい。
【００７４】
　第３圧着部５３は、第２折曲誘導部４３に沿って延びている。前後方向Ｌにおける第３
圧着部５３の幅は、前後方向Ｌにおける第２折曲誘導部４３の幅よりも小さいことが好ま
しい。第３圧着部５３は、第２圧着部５２と繋がっていてもよい。
【００７５】
　第１圧着部５１、第２圧着部５２及び／又は第３圧着部５３は、肌面シート１０には形
成されていないことが好ましい。より具体的には、第１圧着部５１、第２圧着部５２及び
／又は第３圧着部５３は、コアラップ３２のみ、又は吸収コア３１とコアラップ３２のみ
を圧着することによって形成されていることが好ましい。なお、圧着部５１，５２，５３
は、エンボス加工によって形成することができる。
【００７６】
　（２）吸収性物品の装着状態
　次いで、このように構成された吸収性物品１の装着状態を説明する。図５は、使用中の
吸収性物品の斜視図である。図６は、吸収性物品１が着用者に装着された状態の図１の６
Ａ－６Ａ断面を基準とした断面図である。図７は、吸収性物品１が着用者に装着された状
態の図１の７Ａ－７Ａ断面を基準とした断面図である。
【００７７】
　生理用ナプキンとしての吸収性物品１を着用する際、吸収性物品１は下着Ｓに固定され
る。吸収性物品１の排泄口当接域Ｓ１は、着用者の両足によって挟まれ、幅方向Ｗの外側
から幅方向Ｗの内側に向かう力を受ける。この力により、排泄口当接域Ｓ１が着用者の排
泄口付近にフィットするように持ち上がる（図６参照）。
【００７８】
　着用者の大陰唇より後方に位置する会陰部よりも後方には、肛門や臀裂が位置する。こ
の会陰部よりも後方近辺の身体の断面形状は、幅方向の中心が窪んだ形状である。この着
用者の臀部に、吸収性物品の後側域Ｓ３が対向して配置される。
【００７９】
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　後側域Ｓ３では、中心線ＣＬに沿って前後方向Ｌに延びる第１折曲誘導部４０が形成さ
れている。そのため、吸収性物品の外側から内側に向かう力により、幅方向Ｗにおける後
側域Ｓ３の中心は、着用者の体に向けて突出し易い（図５及び図７参照）。これにより、
後側域Ｓ３では、吸収性物品１は、着用者の臀裂の形状に合わせて変形することができる
。その結果、着用者は、臀部においても、吸収性物品１との心地よいフィット感を得られ
る。
【００８０】
　このように、第１折曲誘導部４０が臀裂に沿って突出していたとしても、後側域Ｓ３に
おいて複数の第２折曲誘導部４３が幅方向Ｗに形成されているため、吸収性物品の後側域
Ｓ３は、着用者の臀部の丸みに沿って湾曲することができる。これにより、着用者は、臀
部において、より心地よいフィット感を得られる。
【００８１】
　図８は、吸収性物品１を装着した着用者が立った状態を示している。吸収性物品１の第
１領域Ｒ１は、下着のクロッチ部（着用者の股下域に対向する部分）に、第１本体粘着領
域６１を介して止着されている。吸収性物品１の第２領域Ｒ２は、下着のクロッチ部の後
方部分（着用者の臀部に対向する部分）に、第２本体粘着領域６２を介して止着されてい
る。着用者が立った状態で、着用者の臀部は膨らんだ状態である。
【００８２】
　図９は、図８に示す断面図を９０度回転させた状態であり、着用者が仰向けに寝た状態
を示している。着用者が仰向けに寝た状態は、寝具によって着用者の身体が押圧されるが
、図９においては、説明の便宜上、寝具によって着用者の身体が押圧されていない仮想的
な状態を示している。図９に、寝具を示すラインＬＢを図示する。寝具のラインＬＢと身
体が重なっている領域は、身体が寝具によって押圧され、身体が寝た状態で変形する領域
である。
【００８３】
　図１０は、仰向けに寝た着用者の身体が寝具によって押圧されて変形した状態を示して
いる。図１０に示す状態では、図９において身体と寝具のラインと重なっている領域が変
形している。より詳細には、着用者の臀部の膨らみが潰れ、着用者の臀部の一部が平坦な
形状である。臀部の潰れた部分は、股下側（図１０の左方向）に移動し、脚の付け根から
脚先側に膨らむ。臀部の潰れた部分の臀部側の端部に第２曲部４１ｂが配置され、臀部の
潰れた部分の股下側の端部に第１曲部４１ａが配置される。そのため、吸収性物品の第１
中間領域４１が、臀部の膨らみが潰れた部分に沿って変形し、臀部の潰れた部分に沿って
配置される。
【００８４】
　排泄口当接域Ｓ１の前後方向の中心は、着用者の排泄口に対向する位置となる。着用者
の排泄口よりも後方の臀部に当たる位置に、第１曲部４１ａの変形起点と第２曲部４１ｂ
の変形起点とが形成される。よって、吸収性物品１は、臀部の膨らみが潰れた際に、臀部
の変形に従って柔軟に変形する。これにより、寝た姿勢において、吸収性物品１が体にフ
ィットした状態が維持される。
【００８５】
　（３）作用効果
　一実施形態に係る吸収性物品によれば、排泄口当接域Ｓ１の後方で幅方向に延びる第１
曲部４１ａと、第１曲部４１ａよりも後方で幅方向Ｗに延びる第２曲部４１ｂと、が設け
られている。第１曲部４１ａ及び第２曲部４１ｂは、吸収性物品が厚み方向に曲がること
ができるように構成されている。第１曲部４１ａの前方において第１曲部４１ａに隣接す
る第１領域Ｒ１と、第２曲部４１ｂの後方において第２曲部４１ｂに隣接する第２領域Ｒ
２と、前後方向Ｌにおいて第１曲部４１ａと第２曲部４１ｂの間に位置する第１中間領域
４２と、が設けられている。第１中間領域４１の吸収材料の目付は、第１領域Ｒ１及び第
２領域Ｒ２の吸収材料の目付よりも低い。第１曲部４１ａ、第２曲部４１ｂ及び第１中間
領域４１は、中心線ＣＬから、幅方向における吸収コアの外側縁と前記中心線との中間点
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を越えて延びている。第１中間領域４１の前後方向Ｌの長さは、１０ｍｍ以上４０ｍｍ以
下である。
【００８６】
　第１中間領域４１は吸収材料の目付が低い領域であるため、吸収性物品に加わった外力
を吸収する（逃がす）ことができる。そのような領域が、吸収性物品の中心線ＣＬを挟ん
で左右に、吸収性物品１の長さの半分以上延びていることで、吸収性物品が左右に回転す
るような力を受けたとき、または左右に移動するような力を受けたときに、第１中間領域
４１は吸収性物品に加わった外力を逃がすように変形することができる。さらに、第１中
間領域４１は、着用者が寝た姿勢において、着用者の臀部の潰れに伴う臀部の張り出しに
よって吸収性物品を押す力を逃がすようにも変形することができる。
【００８７】
　また、柔軟に変形可能な第１中間領域４１の前後方向Ｌの長さが長いため、着用者の動
作中に、吸収性物品が様々な方向からの外力を受けた場合であっても、排泄口当接域Ｓ１
と後側域Ｓ３とが独立して変形し、排泄口当接域Ｓ１と後側域Ｓ３とがそれぞれ着用者の
体にフィットした状態を維持することができる。
【００８８】
　図１１は、吸収性物品が前後方向Ｌに縮むような力を受けたときのようすを示している
。上述したように、第１中間領域４１の前後方向の長さが比較的大きいため、後側域Ｓ３
の吸収コアが排泄口当接域Ｓ１の吸収コア上に重なるように変形することができる。また
、後側域Ｓ３の吸収コアが排泄口当接域Ｓ１の吸収コア下に重なるように変形することも
可能である。
【００８９】
　図１２は、吸収性物品の後側域Ｓ３が、概ね排泄口当接域Ｓ１の中心を軸にして、左右
に回転するような力を受けたときの様子を示している。この状態において、第１中間領域
４１の前後方向の長さが比較的大きいため、後側域Ｓ３は、排泄口当接域Ｓ１を基点にし
て、左右に所定の角度回転するように変形することができる。
【００９０】
　さらに、第１中間領域４１の前後方向の長さが比較的大きいため、吸収性物品１の後側
域Ｓ３は、排泄口当接域Ｓ１とは独立して、図５の回転軸ＣＬまわりに回転するような変
形も可能となる。
【００９１】
　着用者が寝返りをしたり、歩行中の場合、脚や臀部の動きに応じて、後側域Ｓ３は、排
泄口当接域Ｓ１に対して回転するような力を受けたり、左右に移動するような力を受ける
。上記構成の吸収性物品によれば、このような力に応じて、後側域Ｓ３は、排泄口当接域
Ｓ１とは独立して自由に動くことができるようになる。その結果、着用者が動いている最
中においても、排泄口当接域Ｓ１と後側域Ｓ３の両方を、着用者にフィットさせ続けるこ
とができる。これにより、着用者に対して安心感や良い付け心地を与えることができる。
【００９２】
　第１中間領域４１の前後方向Ｌの長さが１０ｍｍ以上であるため、吸収性物品は、第１
中間領域４１のところで、臀部の膨らみが潰れた部分を十分に吸収することができる。ま
た、第１中間領域４１の前後方向の長さが十分に長くなるので、着用者が動作中に、排泄
口当接域Ｓ１と後側域Ｓ３とが独立して変形し易くなり、着用者の動作中においても排泄
口当接域Ｓ１と後側域Ｓ３とがそれぞれ体にフィットした状態を維持し易くなる。
【００９３】
　一実施形態によれば、第１中間領域４１の前後方向Ｌの長さは、４０ｍｍ以下である。
これにより、吸収性に対する不安感を抑制でき、着け心地に優れる吸収性物品を提供する
ことができる（後述する比較評価も参照）。
【００９４】
　一実施形態によれば、第１中間領域４１の前後方向Ｌの長さは、第１領域Ｒ１の、第１
曲部４１ａに隣接する部分の吸収体と、第２領域Ｒ２の、第２曲部４１ｂに隣接する部分
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の吸収体のうち最も厚いところよりも長い。これにより、後側域Ｓ３の吸収コアが排泄口
当接域Ｓ１の吸収コア上に重なるようにより変形し易くすることができる。
【００９５】
　一実施形態によれば、第１曲部４１ａ、第２曲部４１ｂ及び第１中間領域４１は、幅方
向Ｗにおいて、吸収コアの一端から他端まで延びている。これにより、後側域Ｓ３の吸収
コアが排泄口当接域Ｓ１の吸収コア上に重なるように変形し易くなる（図１１参照）。ま
た、後側域Ｓ３は、排泄口当接域Ｓ１を基点にして、左右に所定の角度回転するように変
形をし易くなる（図１２参照）。
【００９６】
　一実施形態によれば、第１曲部４１ａの幅方向Ｗの中心と排泄口当接域Ｓ１の前後方向
Ｌの中心との距離Ｘは、２５ｍｍ以上８０ｍｍ以下である。本願の発明者が種々調査を行
った結果、臀部における股下側の変形起点は、排泄口当接域Ｓ１の前後方向Ｌの中心より
も２５ｍｍ以上後方に位置することが多い。よって、第１曲部４１ａの幅方向Ｗの中心と
排泄口当接域Ｓ１の前後方向Ｌの中心との距離Ｘが２５ｍｍ以上であると、臀部の股下側
の変形起点に第１曲部４１ａや第１中間領域４１が位置することになる。また、臀部の体
圧が最も掛かる部分に第１曲部４１ａや第１中間領域４１が位置しないようにするため、
第１曲部４１ａの幅方向Ｗの中心と排泄口当接域Ｓ１の前後方向Ｌの中心との距離Ｘが８
０ｍｍ以下であることが好ましい。これにより、着用者の違和感を低減することができる
。
【００９７】
　一実施形態によれば、第１曲部４１ａ及び第２曲部４１ｂは、平面視において、後方に
向かって凸状に湾曲する。後方に向かって凸状に湾曲した部分は、仰向け時に下着と共に
後方に向かって凸状に膨らみ、身体から離れる方向に押し出される。第１曲部４１ａ、第
２曲部４１ｂ及び第１中間領域４１が身体から離れることにより、第１曲部４１ａ、第２
曲部４１ｂ及び第１中間領域４１によって仰向け時の変形を吸収できる。よって、第１領
域Ｒ１及び第２領域Ｒ２が身体の丸みに追従する形状に維持され、吸収性物品全体が身体
の丸みに沿って配置される。また、図５及び図１１に示すように、排泄口当接域Ｓ１に対
して後側域Ｓ３が立ち上がった状態（着用状態）では、第１曲部４１ａ及び第２曲部４１
ｂが平面視において後方に向かって凸状に湾曲していることで、後側域Ｓ３が図５の中心
軸ＣＬまわりに回転するような変形をし易くなる。
【００９８】
　一実施形態によれば、吸収性物品１は、吸収体よりも非肌面側に設けられた非肌面シー
ト２０を有する。非肌面シート２０には、吸収性物品１を下着に止めるための粘着剤を有
する粘着領域６１，６２，６３，６４が設けられている。粘着剤が設けられていない非粘
着剤領域が、第１中間領域４１と少なくとも部分的に重複する領域で、幅方向Ｗにおける
吸収性物品の一端から他端まで延びている（粘着領域６１と粘着領域６２との間の領域）
。これにより、着用者の臀部がせり出して第１中間領域４１に臀部からの力が加わったと
しても、第１中間領域４１が下着とは独立に変形し、その力を吸収することができる。し
たがって、着用者の臀部の潰れによるせり出しの力を、下着まで伝え難くし、吸収性物品
のフィット性も維持し易くなる。
【００９９】
　一実施形態によれば、サイドシート１２に、少なくとも前後方向Ｌに伸縮する伸縮性部
材９０が接合されており、伸縮性部材９０の伸縮性が発現される有効長部分Ｌｅは、前後
方向Ｌにおいて、第１中間領域４１を跨いで、第１領域Ｒ１から第２領域Ｒ２まで延びて
いる。第１中間領域４１の剛性が低いため、自然状態において、伸縮性部材９０の収縮作
用により第１中間領域４１は前後方向に縮んだ状態となる。さらに、第１中間領域４１の
ところで、粘着剤が存在しない非粘着領域があるため、結果として、吸収性物品は、第１
中間領域４１が前後方向Ｌに縮んだ状態で下着に取り付けられる。その後、着用者が下着
を引き上げた際には、当該第１中間領域４１の縮んだ部位が下着の伸びとともに伸びてい
く。これにより、着用者が下着を装着したときには、第１中間領域４１が伸びた状態（収
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縮による皺の少ない状態）になり、着用者に着け心地の良さを与えることができる。また
、一般には、下着の装着中または装着後において、下着の伸びによって粘着領域に負荷が
かかり吸収性物品が下着から剥がれてしまうこともある。しかしながら、本実施形態では
、粘着剤が存在しない非粘着領域が、下着の伸びに応じた力を緩衝する領域となるため、
下着の伸びに応じて吸収性物品が下着から剥がれることが抑制される。
【０１００】
　一実施形態によれば、吸収性物品は、ヒップフラップに設けられ、ヒップフラップを下
着に止めるための粘着剤を有するヒップフラップ粘着領域６４を有する。伸縮性部材９０
の有効長部分Ｌｅの後側縁は、ヒップフラップ粘着領域６４の後側縁よりも前側に配置さ
れている。これにより、伸縮性部材９０の伸縮力がヒップフラップ粘着領域６４に強くか
からないようになっている。これにより、ヒップフラップ粘着領域６４による下着との粘
着力が、伸縮性部材９０の伸縮力に負けて、ヒップフラップ粘着領域６４が下着から剥が
れてしまうことを抑制することができる。
【０１０１】
　一実施形態によれば、吸収体は、排泄口当接域Ｓ１において、吸収体の外側縁よりも幅
方向の内側に位置する中高部３３を有する。中高部３３の厚さは、第１領域Ｒ１における
吸収体の外側縁の厚さよりも厚い。中高部３３は、第１領域Ｒ１内において第１曲部４１
ａに隣接している。第１領域Ｒ１の中高部３３と第１曲部４１ａが隣接することにより、
第１領域Ｒ１と第１中間領域４１との間の剛性差及び厚み差が大きくなり、より明確な変
形起点が形成される。よって、第１中間領域４１と第１領域Ｒ１とを異なる形状で身体に
沿わせて配置できる。
【０１０２】
　一実施形態によれば、吸収性物品は、吸収体が厚み方向に圧縮された第１圧搾部８１を
備えている。第１圧搾部８１は、中高部３３の外側縁に沿って配置されている。これによ
り、着用者の脚からの力が第１圧搾部８１に加わる。第１圧搾部８１は変形の基点となり
、中高部３３が着用者の股下にフィットするように変形する（図６参照）。
【０１０３】
　一実施形態によれば、第１中間領域４１において、肌面シート１０とコアラップ３２と
が接合されていない非接合領域が、幅方向に沿って連続的に延びている。これにより、第
１中間領域４１が柔軟に変形したとしても、第１中間領域４１の吸収体に対する肌面シー
ト１０の自由度が高いため、着用者に与える違和感を抑制することができる。
【０１０４】
　一実施形態によれば、コアラップ３２は、吸収コア３１よりも肌面側の第１ラップ部と
、吸収コア３１よりも非肌面側の第２ラップ部と、を有する。第１ラップ部と第２ラップ
部とは、第１中間領域４１のところで、吸収コア３２を介して、又は吸収コア３２を介す
ることなく互いに圧縮された状態で接合されている（図４参照）。第１中間領域４１は、
着用者の動きに伴い柔軟に変形する部分である。そのため、第１中間領域４１及びその近
辺は、着用者の動作とともに吸収コア３１が崩れたり、よれたりし易い部分となる。本実
施形態では、第１中間領域４１のところで、第１ラップ部と第２ラップ部とが、吸収コア
３２を介して、又は吸収コア３２を介することなく互いに圧縮された状態で接合されてい
る。そのため、コアラップ３２の形状が長時間維持され、継続的に吸収性物品のフィット
性を確保することができる。
【０１０５】
　一実施形態によれば、吸収性物品は、幅方向Ｗにおける吸収体の外側縁よりも幅方向の
外側に延出し、使用時に折り返し可能なウイング３と、後側域Ｓ３において幅方向の外側
に膨らんだヒップフラップ４と、を有する。第１中間領域４１の少なくとも一部は、ウイ
ング３の後側端部とヒップフラップ４の前側端部との間に設けられている。ウイング３間
の領域（排泄口当接領域Ｓ１）とヒップフラップ４の領域は、着用者の肌に密着させてお
くことが望まれる領域である。第１中間領域４１が、ウイング３間の領域（排泄口当接領
域Ｓ１）とヒップフラップ４の領域との間に設けられているので、排泄口当接領域Ｓ１と
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ヒップフラップの領域の両方を着用者の肌に密着させた状態のまま、吸収性物品を第１中
間領域４１のところで変形させることができる。
【０１０６】
　一実施形態によれば、後側域Ｓ３において中心線ＣＬに沿って延び、吸収性物品を曲げ
ることができるように構成された第１折曲誘導部４０が設けられている。後側域Ｓ３は、
着用者の臀部に対向する位置であり、後側域Ｓ３の幅方向の中心は、着用者の臀裂に対向
する。後側域Ｓ３の幅方向の中心に第１折曲誘導部４０が存在することで、吸収性能物品
に幅方向内側の力がかかったときに、第１折曲誘導部４０が着用者の臀裂に沿って突出し
易くなる。これにより、着用者の臀部によりフィットし易い吸収性物品を提供できる。
【０１０７】
　一実施形態によれば、第１折曲誘導部４０は、第１中間領域４１と繋がっている。これ
により、第２領域Ｒが、中心線ＣＬを挟んで左右に区分される。したがって、第２領域Ｒ
の左側の部分と、第３領域Ｒの左側の部分とが、独立に変形し易くなり、フィット性の向
上に繋がる。また、第２領域Ｒの吸収材料が中心線ＣＬを超えて移動することが抑制され
るので、吸収材料の局所的な集中を防止することができる。
【０１０８】
　一実施形態によれば、第１折曲誘導部４０は、前後方向Ｌにおける後側域Ｓ３の中心よ
りも後側へ達している。着用中に、第１折曲誘導部４０は、着用者の肌側に向けて突出す
る。第１折曲誘導部４０は、後側域Ｓ３で前後方向Ｌに沿って延びているため、着用者の
臀裂に沿ってフィットし易い。
【０１０９】
　一実施形態によれば、コアラップ３２は、吸収コア３１よりも肌面側の第１ラップ部と
、吸収コア３１よりも非肌面側の第２ラップ部と、を有する。第１折曲誘導部４０におい
て、肌面シート１０とコアラップ３２とが接合されていない非接合領域が、前後方向に沿
って連続的に延びている。第１ラップ部と第２ラップ部とは、第１折曲誘導部４０のとこ
ろで、吸収コア３１を介して、又は吸収コア３１を介することなく互いに圧縮された状態
で接合されている。第１折曲誘導部４０及びその近辺は、前述したように変形し易い部分
である。そのため、第１折曲誘導部４０及びその近辺は、着用者の動作とともに吸収コア
３１が崩れたり、よれたりし易い部分となる。本実施形態では、第１折曲誘導部４０のと
ころで、第１ラップ部と第２ラップ部とが、吸収コア３２を介して、又は吸収コア３２を
介することなく互いに圧縮された状態で接合されている。そのため、コアラップ３２の形
状が長時間維持され、継続的に吸収性物品のフィット性を確保することができる。
【０１１０】
　一実施形態によれば、第１折曲誘導部４０を挟んで両側で前後方向Ｌに延び、吸収体が
圧搾された一対の長手圧搾部８２が設けられている。一対の長手圧搾部８２は、比較的剛
性が高いため、吸収コア３１の変形の基点となる。一対の長手圧搾部８２の間に挟まれた
第１折曲誘導部４０は、より着用者の身体側に隆起し易くなる。これにより、より着用者
の身体になじみ、着用者に対してより心地よいフィット感を与えることができる吸収性物
品を提供することができる。
【０１１１】
　一実施形態によれば、一対の長手圧搾部８２は、第１中間領域４１に達していない。一
対の長手圧搾部８２は、比較的剛性の高い部分となる。このように剛性の高い部分が、第
１中間領域４１に形成されていないため、吸収性物品は、第１中間領域４１のところで、
より変形しやすくなる。
【０１１２】
　一実施形態によれば、吸収体は、後側域Ｓ３において第１折曲誘導部４０から幅方向Ｗ
の外側に延び、吸収性物品を曲げることができるように構成された第２折曲誘導部４３を
有する。第２折曲誘導部４３は、幅方向Ｗに沿って延びる変形基点を形成する。後側域Ｓ
３の吸収コア３１は、第２折曲誘導部４３を基点に変形できるため、吸収性物品１が身体
の前後方向Ｌに沿った丸みに沿ってよいフィットし易くなる。特に、図５に示すように、
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第１折曲誘導部４０が臀裂に沿って突出している場合、後側域Ｓ３を身体の前後方向Ｌに
沿った丸みに沿って変形させ難くなることがある。この場合であっても、変形基点となる
第２折曲誘導部４３によって、後側域Ｓ３を身体の前後方向Ｌに沿った丸みに合わせて変
形し易くすることができる。これにより、より着用者の身体になじみ、着用者に対してよ
り心地よいフィット感を与えることができる吸収性物品を提供することができる。
【０１１３】
　一実施形態によれば、第１折曲誘導部４０を挟んで両側で前後方向Ｌに延び、吸収体が
圧搾された一対の長手圧搾部８２が設けられている。一対の長手圧搾部８２は、第２折曲
誘導部４３のところで前後方向Ｌに間隔をあけて形成されている。一対の長手圧搾部８２
は、比較的剛性の高い部分となる。このように剛性の高い部分が、第２折曲誘導部４３の
ところで間隔をあけて形成されているので、吸収性物品は、第２折曲誘導部４３のところ
で、より変形しやすくなる。
【０１１４】
　一実施形態によれば、第１折曲誘導部４０は、中心線ＣＬに沿って延びる第２中間領域
４２と、第２中間領域４２を挟んで前後方向Ｌに延びる第３曲部４２ａ及び第４曲部４２
ｂと、を有する。第３曲部４２ａ及び第４曲部４２ｂは、吸収性物品が厚み方向に曲がる
ことができるように構成されている。第２中間領域４２の吸収材料の目付は、第１折曲誘
導部４０より幅方向Ｗ外側の吸収材料の目付よりも低い。これにより、第１折曲誘導部４
０は、第３曲部４２ａ及び第４曲部４２ｂを基点として、第２中間領域４２のところで折
り曲げられやすくなる。これにより、後側域Ｓ３が着用者の臀裂にフィットし易くなる。
【０１１５】
　（４）変形例に係る吸収性物品
　次いで、変形例に係る吸収性物品について図１３を用いて説明する。なお、変形例に係
る吸収性物品の説明において、上述した実施形態と異なる構成について説明し、上述した
実施形態と同様の構成については同符号を用いて説明を省略する。
【０１１６】
　変形例に係る吸収性物品１は、少なくとも吸収体３０を厚み方向に圧縮した圧搾部を有
する。圧搾部は、表面シート１１及び吸収体３０が厚み方向に圧縮されている。変形例に
係る圧搾部は、第１領域Ｒ１に配置される第１圧搾部８１と、第２領域Ｒ２に配置される
第２圧搾部８２と、第２圧搾部８２よりも後側に配置される後側圧搾部８４と、を有する
。
【０１１７】
　長手圧搾部８２は、後側域Ｓ３で、中心線ＣＬ、より具体的には第１折曲誘導部４０を
挟んで両側に設けられている。長手圧搾部８２は、前後方向Ｌに沿って延びている。長手
圧搾部８２は、前後方向Ｌに直線的に延びていてもよいし、前後方向Ｌに対して傾斜して
曲線的に延びていてもよい。長手圧搾部８２は、ヒップフラップ４の最大幅の位置Ｐ１よ
りも前側に形成されていてよい。長手圧搾部８２は、第１中間領域４１に達していないこ
とが好ましい。
【０１１８】
　一対の後側圧搾部８４は、後側域Ｓ３で、中心線ＣＬを挟んで両側に設けられている。
後側圧搾部８４は、吸収体３０と表面シート１１とが厚み方向に圧縮されることによって
形成されていてよい。一対の後側圧搾部８４は、吸収性物品の幅方向Ｗの中心を通る中心
線ＣＬを挟んで互いに離間して設けられている。一対の後側圧搾部８４は、ヒップフラッ
プ４の最大幅の位置Ｐ１よりも後側に位置していてよい。
【０１１９】
　（５）その他の実施形態
　本実施の形態の吸収性物品は、夜用の生理用ナプキンであるが、他の実施形態として、
昼用の生理用ナプキンであってもよい。また、生理用ナプキンは、ヒップフラップを備え
ていなくてもよい。
【０１２０】
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　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。従って、本明細書の記載は、例示
説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではない。
【０１２１】
　（６）比較評価
　次いで、前後方向Ｌにおける第１中間領域４１の長さの比較評価について説明する。表
１は、第１中間領域４１の長さの比較評価結果を示す。比較評価の試験では、実施例１～
４の吸収性物品と、比較例１～３の吸収性物品と、を比較して、フィット性の維持状態と
見た目による吸収性に対する不安感について評価した。実施例１～４の吸収性物品と、比
較例１～３の吸収性物品とは、第１中間領域４１の前後方向の長さが異なるが、その他の
構成は、同じである。
【０１２２】

【表１】

【０１２３】
　質問１「普段使用しているナプキンと比べて、フィット性は維持出来ているか」。当該
質問１に対して「維持出来ている」と答えた人数の比率が６５％以上のサンプルを官能評
価が良好であり、○と評価した。また、質問１に対して「維持出来ている」と答えた人数
の比率が６５%未満のサンプルを官能評価が良好でなく、×と評価した。
【０１２４】
　質問２「普段使用しているナプキンと比べて、着け心地は良いか（違和感を感じたか）
」。当該質問２に対して「非常に良い、やや良い」と答えた人数の比率が６５％以上のサ
ンプルを官能評価が良好であり、○と評価した。また、○の評価のサンプルのうち、非常
に良いと答えた人数の比率が全体人数の２０％を超えたサンプルは、より着け心地に優れ
ると評価されているため、◎と評価した。
【０１２５】
　質問３「普段使用しているナプキンと比べて、見た目の吸収性に対する不安感が少ない
か（又は不安感が生じないか）」。当該質問２に対する答えが、「不安感が少ない」又は
「不安感がない」と答えた人数の比率が６５％以上のサンプルを官能評価が良好であり、
○と評価した。また、質問１に対して「不安感が少ない」又は「不安感がない」と答えた
人数の比率が６５%未満のサンプルを官能評価が良好でなく、×と評価した。
【０１２６】
　実施例１～４に係る吸収性物品は、第１中間領域の前後方向の長さが１０～５０ｍｍで
あり、フィット性の維持評価、着け心地の良さ、及び吸収性に対する不安感の評価のいず
れについても良好との結果を得ることが出来た。さらに、実施例１～３に係る吸収性物品
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は、より着け心地に優れるという結果を得ることができた。当該結果により、第１中間領
域の前後方向の長さは、好ましくは１０ｍｍ以上４０ｍｍ以下、より好ましくは１０ｍｍ
以上３０ｍｍ以下であることがわかった。より詳細には、第１中間領域の前後方向の長さ
が１０ｍｍ以上であることにより、フィット性について良好な結果を得ることがわかった
。また、第１中間領域の長さが４０ｍｍ以下であることにより、吸収性に対する不安感を
抑制でき、着け心地に優れることがわかった。さらに、第１中間領域の長さが３０ｍｍ以
下であることにより、より着け心地に優れることがわかった。なお、第１中間領域の長さ
が５０ｍｍのときには、後側域の中心が突出する長さが長すぎて、着用者に違和感を与え
てしまうことがわかった。
【０１２７】
　次いで、仰向けに寝た着用者の臀部の潰れた部分の股下側への迫り出し量を測定した。
迫り出し量は、仰向けに寝た状態の着用者の臀部の潰れた部分の股下側の端部（図４（ｃ
）のＰ１）と、臀部の迫り出しの脚側端部（図４（ｃ）のＰ２）と、の距離とした。５人
の試験者の迫り出し量を測定した。測定結果を表２に示す。
【０１２８】
【表２】

【０１２９】
　測定結果から臀部の迫り出し量は、１０ｍｍ～３０ｍｍであることがわかった。よって
、第１中間領域の前後方向の長さが１０ｍｍ以上であることにより、着用者の臀部の潰れ
た部分の股下側の端部から臀部の迫り出しの脚側端部までの膨らみを覆うことができるこ
とがわかった。また、第１中間領域４１の前後方向の長さが３０ｍｍ程度であれば、臀部
のせり出しによって吸収性物品にかかる力を第１折曲誘導部４０により逃がすことがより
確実にできるようになる。吸収性物品の着用位置の個人差も考慮すると、前述の試験結果
にあるように、第１中間領域４１の前後方向の長さが４０ｍｍ以下であることが好ましい
。
【０１３０】
　以上、上述の実施形態を用いて本発明について詳細に説明したが、当業者にとっては、
本発明が本明細書中に説明した実施形態に限定されるものではないということは明らかで
ある。本発明は、特許請求の範囲の記載により定まる本発明の趣旨及び範囲を逸脱するこ
となく修正及び変更態様として実施することができる。したがって、本明細書の記載は、
例示説明を目的とするものであり、本発明に対して何ら制限的な意味を有するものではな
い。
【符号の説明】
【０１３１】
１　　　　：吸収性物品
３　　　　：ウイング
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４　　　　：ヒップフラップ
１０　　　：肌面シート
２０　　　：非肌面シート
３０　　　：吸収体
３１　　　：吸収コア
３２　　　：コアラップ
３３　　　：中高部
４０　　　：第１折曲誘導部
４１　　　：第１中間領域
４１ａ　　：第１曲部
４１ｂ　　：第２曲部
４２　　　：第２中間領域
４２ａ　　：第３曲部
４２ｂ　　：第４曲部
４３　　　：第２折曲誘導部
６１　　　：第１本体粘着領域
６２　　　：第２本体粘着領域
８１　　　：前側圧搾部
８２　　　：長手圧搾部
Ｌ　　　　：前後方向
Ｗ　　　　：幅方向
Ｔ　　　　：厚み方向
Ｓ１　　　：排泄口当接域
Ｓ２　　　：前側域
Ｓ３　　　：後側域
ＣＬ　　　：中心線
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